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２０２６年度Ⅰ期入試に向けて勉強しておいてもらいたい参考書一覧 

 

「思想」領域研究コース 

・渡辺浩『日本政治思想史[十七～十九世紀]』東京大学出版会、2010年 

・西川明彦『正倉院のしごと 宝物を守り伝える舞台裏』中公新書、2023年 

・橋本純一『現代メディアスポーツ論』世界思想社、2002年 

・小川勝『オリンピックと商業主義』集英社新書、2012年 

・稲葉陽二『ソーシャル・キャピタル入門 ―孤立から絆へ』中公新書、2011年 

 

「文化」領域研究コース 

・今橋映子、井上健監修・編『比較文学比較文化ハンドブック』東京大学出版会、2024年 

・ジェイムズ・クリフォード（星埜守之訳）『リターンズ 二十一世紀に先住民になること』 

みすず書房、2020年 

・椹木野衣×会田誠『戦争画とニッポン』講談社、2015年 

・ジュディス・バトラー（竹村和子訳）『ジェンダー・トラブル フェミニズムとアイデンティ 

ティーの攪乱 新装版』青土社、2018年 

・藤井仁子編『入門・現代ハリウッド映画講義』人文書院、2008年 

・渡辺潤／伊藤明己編『〈実践〉ポピュラー文化を学ぶ人のために』世界文化社、2005年 

 

「平和・環境」領域研究コース 

・大野健一、櫻井宏二郎、伊藤恵子、大橋英夫『新・東アジアの開発経済学』有斐閣、2024年 

・福永真弓、松村正治（編）『答えのない人と自然のあいだ ― 「自然保護」以後の環境社会 

学』新泉社、2025 年 

・草野大希ら（編）『国際関係論入門』ミネルヴァ書房、2023年 

・ダン・バーバー（小坂 恵理 訳）『食の未来のためのフィールドノート・上:「第三の皿」を 

めざして:土と大地』NTT出版、2015年 

・ダン・バーバー（小坂 恵理 訳）『食の未来のためのフィールドノート・下:「第三の皿」を 

めざして:海と種子』NTT出版、2015年 

                                     以 上 


